
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
一
日
提
出

質

問

第

七

二

号

日
中
首
脳
会
談
に
先
立
ち
公
表
さ
れ
た
四
項
目
の
合
意
文
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

井

坂

信

彦
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日
中
首
脳
会
談
に
先
立
ち
公
表
さ
れ
た
四
項
目
の
合
意
文
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
四
年
十
一
月
七
日
、
日
中
両
国
政
府
は
双
方
の
関
係
発
展
の
た
め
の
四
項
目
で
合
意
し
た
こ
と
を
公
表
し
た
。

こ
の
合
意
文
書
は
、
日
中
首
脳
会
談
の
前
に
公
表
す
る
と
い
う
異
例
の
措
置
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
内
容
も
日
中
双
方
の
報
道

機
関
で
解
釈
の
食
い
違
い
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
を
巡
っ
て
は
、
将
来
的
に
日
本
の
国
益
に
重
大
で
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
日
本
政
府
の
明
確
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
中
首
脳
会
談
に
先
立
ち
公
表

さ
れ
た
四
項
目
の
合
意
文
書
に
関
し
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

合
意
文
書
二
項
目
に
つ
い
て

「
双
方
は
、
歴
史
を
直
視
し
、
未
来
に
向
か
う
と
い
う
精
神
に
従
い
遵
守
し
、
両
国
関
係
に
影
響
す
る
政
治
的
困
難
を
克

服
す
る
こ
と
で
若
干
の
認
識
の
一
致
を
み
た
。
」

�

「
両
国
関
係
に
影
響
す
る
政
治
的
困
難
」
と
は
、
日
中
両
国
の
報
道
に
よ
れ
ば
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
が
焦
点
で

あ
っ
た
と
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
の
問
題
も
含
ま
れ
る
か
。

�

「
両
国
関
係
に
影
響
す
る
政
治
的
困
難
を
克
服
す
る
」
と
は
、
首
相
が
靖
国
神
社
を
参
拝
し
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
る

か
。

一



�

「
若
干
の
認
識
の
一
致
」
に
つ
い
て
、
中
国
側
の
文
書
で
は
「
一
些
」
と
表
記
し
て
い
る
。
中
国
語
に
も
「
若
干
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
が
、
中
国
語
文
書
で
「
若
干
」
で
は
な
く
、
な
ぜ
「
一
些
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
。

�

十
一
月
九
日
付
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
で
は
、
「
若
干
」
と
「
一
些
」
の
異
な
る
表
現
に
つ
い
て
、
中
国
語
の
「
若
干
」

よ
り
も
「
一
些
」
の
ほ
う
が
よ
り
広
い
範
囲
を
示
す
語
感
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。
「
若
干
」
と
は
、
三
省
堂
大
辞
林

の
辞
書
に
よ
れ
ば
、
「
数
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
あ
ま
り
多
く
は
な
い
こ
と
を
表
す
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
文

書
を
解
釈
す
る
と
「
認
識
の
一
致
が
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
中
国
側
の
文
書
「
一
些
」
を
解

釈
す
る
と
、
「
一
些
」
と
は
三
省
堂
大
辞
林
の
中
日
辞
典
に
よ
れ
ば
、
「
わ
ず
か
な
数
量
・
程
度
を
示
す
」
と
さ
れ
て
お

り
、
「
わ
ず
か
な
程
度
認
識
の
一
致
を
み
た
」
と
な
る
。

「
若
干
の
認
識
の
一
致
」
と
は
、
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
に
関
す
る
「
認
識
の
一
致
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

二

合
意
文
書
三
項
目
に
つ
い
て

「
双
方
は
、
尖
閣
諸
島
等
東
シ
ナ
海
の
海
域
に
お
い
て
近
年
緊
張
状
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
異
な
る
見
解
を
有

し
て
い
る
と
認
識
し
、
対
話
と
協
議
を
通
じ
て
、
情
勢
の
悪
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
危
機
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
し
、
不

測
の
事
態
の
発
生
を
回
避
す
る
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。
」

二



�

日
本
側
文
書
「
�
�
双
方
は
、
尖
閣
諸
島
等
東
シ
ナ
海
の
海
域
に
お
い
て
近
年
緊
張
状
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
異
な
る
見
解
を
有
し
て
い
る
と
認
識
し
、
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
中
国
側
の
文
書
で
は
「
三
、

、
」
と
表
記
さ
れ
、
こ
れ
を
日
本
語
に
訳
す
と
「
双
方
は
魚
釣

島
な
ど
東
シ
ナ
海
を
め
ぐ
っ
て
近
年
来
出
現
し
て
い
る
緊
張
し
た
局
面
に
関
し
て
異
な
る
主
張
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
、
」
と
な
る
。
中
国
側
の
文
書
で
は
「
主
張
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
は
、
日
本
側
の
文
章
で
は
「
見
解
」
と
さ
れ

て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
か
。

�

中
国
側
の
「
主
張
」
と
い
う
表
現
を
、
日
本
政
府
は
公
式
に
認
め
て
い
る
の
か
。

�

中
国
側
の
文
書
で
は
、
「
尖
閣
諸
島
な
ど
緊
張
し
た
局
面
に
関
し
て
異
な
る
主
張
を
し
て
い
る
」
と
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
日
本
政
府
は
、
「
尖
閣
諸
島
等
東
シ
ナ
海
の
海
域
に
お
い
て
、
近
年
緊
張
状
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
異
な
る

主
張
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
」
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
中
国
側
の
主
張
で
あ
る
、
「
尖
閣
諸
島
は
中

国
の
領
土
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
を
、
日
本
政
府
は
認
識
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
上
記
の
解
釈
を
日

本
政
府
は
有
し
て
い
る
の
か
。

�

日
本
政
府
は
従
来
よ
り
、
「
尖
閣
諸
島
に
関
す
る
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
き
た
。
こ
の
合

三



意
文
書
に
よ
り
、
中
国
側
が
「
尖
閣
諸
島
は
中
国
の
領
土
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
政
策
的
な

変
更
が
行
わ
れ
た
の
か
。

�

中
国
側
の
文
書
で
は
、
中
国
側
が
「
尖
閣
諸
島
は
中
国
の
領
土
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
日
本
政
府
が
認
識

し
て
い
る
と
い
う
政
策
的
な
変
更
が
行
わ
れ
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
中
国
の
政
府
系
報
道
機
関
も
「
中
国
の
外
交

的
勝
利
で
あ
る
」
と
大
々
的
に
報
道
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
側
の
姿
勢
を
否
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

合
意
文
書
の
事
前
公
表
に
つ
い
て

�

こ
の
合
意
文
書
は
、
日
中
首
脳
会
談
の
前
に
公
表
さ
れ
、
会
談
前
の
公
表
は
極
め
て
異
例
だ
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
合
意
文
書
は
、
な
ぜ
日
中
首
脳
会
談
の
前
に
公
表
さ
れ
た
の
か
。

�

事
前
に
公
表
す
る
こ
と
も
、
日
中
両
国
間
の
合
意
事
項
だ
っ
た
の
か
。
日
本
と
中
国
の
ど
ち
ら
が
事
前
公
表
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


